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分子レベルで明らかにしてゆくための新 しい道を切 り開いたものとして高 く評価される｡ よって本論文は
博士 (理学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成 9年 1月23日,主論文および参考論文に報告されている研究業績を中心として,これに関連
した研究分野について試問した結果,合格と認めた｡
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